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平成２８年度全国学力・学習状況調査における萩市の結果概要について

萩市教育委員会

１ 調査の概要

（１）目的

〇 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習

状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、改善を図る。

〇 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

〇 そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（２）実施期日

平成２８年４月１９日（火）

（３）調査対象

小学校第６学年児童

中学校第３学年生徒

（４）調査の内容

① 教科に関する調査 （国語、算数、数学）

・主として「知識」に関する調査

・主として「活用」に関する調査

＊国語Ａ、算数Ａ・数学Ａ…主として「知識」に関する問題を中心に出題

＊国語Ｂ、算数Ｂ・数学Ｂ…主として「活用」に関する問題を中心に出題

② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙）

イ 学校に対する調査（学校質問紙）

＊ なお、調査問題の詳細は、国立教育政策研究所の「平成28年度全国学力・学習状況調査

の調査問題について」（URL http://www.nier.go.jp/16chousa/16chousa.htm）で閲覧するこ

とができます。



- 2 -

２ 教科に関する結果

【萩市と全国の各教科平均正答率の比較】

次のグラフは、全国の平均正答率を１００として、各教科における本市と山口県の結果をグラフ

で表したものです。

〇 小学校では、全国平均正答率と比較すると、国語A・B、算数Bが上回り、算数Aが下

回りました。県平均正答率と比較すると、国語Bが上回り、その他は下回っています。

特に、算数Ａにおいて課題が見られます。

〇 中学校では、国語A・B、数学A・Bのすべてにおいて、全国平均正答率及び県平均正

答率を上回る結果となっています。

〇 小学校・中学校ともに、国語（特に国語Ｂ）において良好な結果が見られています。

○ これまでの小学校・中学校の平均正答率の全国比を経年変化を見ていくと、年度によ

る変動はあるものの、小学校、中学校ともに、全国平均をおよそ上回る学力を維持して

いますが、小学校においてやや下降傾向が見受けられます。今後、国語Ａ・Ｂ、算数・

数学Ａ・Ｂのいずれの区分においても、恒常的に全国平均を上回るよう、日々の授業改

善を行っていくとともに、児童生徒の学力向上をめざすことが求められます。

【各教科に見られる成果と課題】

各教科の結果をもとに「相当数の児童生徒ができている点（〇）」「特に課題がみられる点

（△）」について、次にまとめます。
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●小学校

【国語】 〇相当数の児童ができている点 △特に課題がみられる点

〇学年別漢字に配当されている漢字を正しく読むこと

〇目的や意図に応じて、図や表を関係付けて読むこと

△ローマ字を書いたり読んだりすること

△グラフをもとに、分かったことを的確に書くこと

△目的や意図に応じて、グラフをもとに自分の考えを書くこと

【算数】

〇整数や小数、分数を含む四則計算をすること

〇示された条件をもとに、他の図形について検討し、同じきまりが成り立つかを調べること

△除数が１より小さいとき、商が被除数より大きくなることを理解すること

△１を越える割合を百分率で表す場面において、基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えること

△示された式の中の数値の意味を解釈し、それを記述すること

△示された除法の式を並べてできた形と関係付けて、角の大きさをもとに、式の意味の説明を記述

すること

●中学校

【国語】 〇相当数の生徒ができている点 △特に課題がみられる点

〇文脈に即して、漢字を正しく読むこと

〇相手や場に応じた言葉遣いなどに気をつけて話すこと

△文字の形や大きさ、配列に注意して、毛筆の文字を書いたり見直したりすること

△資料の内容から課題を見出し、それに応じた情報の収集方法を考えること

△本や文章等から必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くこと

【数学】

〇正の数と負の数の加法の計算をすること

〇整式の加法と減法を計算すること

〇２つの等号で結ばれている方程式が表す関係を読み取り、２つの二元一次方程式で表すこと

〇比例の関係を表す表から変化や対応の特徴を捉え、ｘの値に対応するｙの値を求めること

△数量の関係を文字式に表すこと

△図形の性質について筋道を立てて証明すること

△反比例のグラフ上の座標から、xとyの関係を式で表すこと
△測定値が得られた場面において、近似値と誤差の意味を理解すること

△前提となる条件が不足している場合に、加えるべき条件を判断し、理由を説明すること

△与えられた式を用いて問題を解決する方法を数学的に説明すること

次に、「特に課題がみられる点（△）」について、萩市の傾向や授業改善及び家庭学習のポ

イントを次にまとめます。
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●小学校 国語 A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題

△ ローマ字を書いたり読んだりすること

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした 国語Ａ８

次の１と２の言葉を、例のようにローマ字でていねいに書きましょう。また、３のローマ字は、ひらがな

でていねいに書きましょう。

△ グラフをもとに、分かったことを的確に書くこと 【平均正答率４１．６％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ｂ２一

【正答】

１ ringo

【正答率６３．０％】

【正答】

２ asatte

【正答率５８．７％】

【正答】

３ ひゃく

【正答率５６．０％】

全国平均や県平均よりもよい結果で

はありますが、十分に定着している状

態ではありません。

【学校や家庭では…】

濁音、拗音、撥音、促音など

について音声と関連付けながら

規則性があることに気付かせる

指導をしたり、「生活の中で使

用されているローマ字を集める

」「名前や地名などをローマ字

で書く場を設ける」など、生活

の中で読み書きする機会を増や

したりすることが必要です。

【正答】３

１を選択した児童約３３％、２を選択

した児童が約１７％でした。＜１成果＞

に書かれた内容と、グラフの「夜１０時

までにねる人の割合の変化」とを関係付

けて考えることに課題が見られます。

【学校や家庭では…】

「資料を読み取って分かったことや、それらを用いて、自分

の考えを書くこと」は継続的な課題となっています。「その図

表やグラフ等が何を表しているか」「どこに着目するのとよい

のか」等、スモールステップで『見方』を指導したり、図表や

グラフ等を用いて自分の考えを表現し、その表現を見直す等の

経験を保障したりすることが大切です。
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●小学校 算数 A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題

△ 除数が１より小さいとき、商が被除数より大きくなることを理解すること 【５９．６％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ａ１

△ １を越える割合を百分率で表す場面において、規準量、比較量、割合の関係を正しく

捉えること 【４８．６％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ａ９（２）

【正答】１

２を選択した児童が約３４％でし

た。わる数が１より小さいとき、商

はわられる数より大きくなることを

理解することに課題が見られます。

【学校や家庭では…】

わる数、わられる数、商の大きさの関係を適切に捉えることができるようにするためには、具体的な

場面に当てはめて、その大小を把握する経験を保障したり、数直線を用いて、わる数・わられる数と商

の大きさとの関係を確認する場を設けたりすることが大切です。

【正答】ア １００

イ １２０

「定員をもとにしたとき」は「定員」

が基準量となり、アが１００となりま

す。しかし、「乗っている人数」を基準

量として、イを１００と捉え違えした児

童が約１６％いました。

【学校や家庭では…】

日常生活においては、増量や値引きなど、様々な場面で割合が用いられています。その意味を理

解するためには、基準量（もとにする量）、比較量（比べる量）、割合の関係を正しく捉える必要

があります。特に、何が基準量に当たるのかを意識することがとても大切です。

指導に当たっては、基準量と比較量の関係を数直線などを用いて捉えることが有効です。その際

数直線などに表す手続きを覚えるのではなく、「問題場面がどのようなことを表しているのか」を

理解し、そのイメージを数直線などを用いて表現することを大切です。
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△ 示された式の中の数値の意味を解釈し、それを記述すること 【１５．９％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ｂ２（３）

【学校や家庭では…】

日常生活には、様々な式が用いられています。それらの式について、日常生活の事象と関連付け

て、式や数値の意味を解釈することが大切です。

上の問題であれば、「４０ｍ走のタイム＋０．４（秒）×４＝目標タイム」という言葉の式を取

り上げて、例えば、「０．４×４は何を表していますか」「０．４×４の０．４は何を表していま

すか」と問うなどして、ハードル走の場面と関係付けながら、式や数値の意味を考える機会を設け

ることが有効です。

【正答例】

０．４や０．３は、ハードル１台あたりに増える

時間であると考えられます

0.4や0.3が「増える時間であること」はわかりつつ

も、「ハードル１台あたりに増える時間」と説明でき

ていない解答が約３６％ありました。ハードル走の場

面と関連付けて式の意味を捉えることが大切です。
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△ 示された除法の式を並べてできた形と関係付けて、角の大きさをもとに、式の意味の説明を記

述すること 【７．３％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ｂ５

＜正答の条件例＞

次の①②③の全てを書いている

①３６０が１回転した角の大きさを表していること

②１２０がイの角の大きさを表していること

③被除数は除数のいくつ分かを計算している式であること

①や②、また①・②の両方を書いている

が、③を書いていない解答が約１９％あり

ました。それぞれの数については説明でき

るが、式の意味は説明することができなか

ったということです。

【学校や家庭では…】

算数や数学においては、言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて、筋道を立てて説明したり

論理的に考えたりすること、また、他者に分かりやすく説明したりすることが大切です。

上の問題であれば、「３６０÷１２０＝３」の式と図を示し、「３６０（１２０）は図の中のど

このことを表していますか」「なぜ３６０を１２０で割るのですか」と問うことで、数と図中の角

の大きさを関係付けたり、図を関係付けて式の意味を捉えたりする活動が考えられます。ここで大

切なことは、自分が理解したことを、ノートに記述したり、他者に説明したりすることで、自分の

言葉として整理し、表現することです。
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●中学校 国語 A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題

△ 資料の中から課題を見出し、それに応じた情報の収集方法を考えること 【５０．８％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ｂ２三

※著作権の関係により、一部の掲載していない箇所があります。

【学校や家庭では…】

自ら情報を収集し、課題の解決を図ることは大切な能力です。図書館で

の図書の探し方としては「分類にしたがって〇〇関係の本を探す」「司書

に紹介してもらう」「ＰＣで検索する」など方法があります。収集方法だ

けでなく、情報の適否について指導することも大切です。学校はもちろん

のこと、家庭でも様々な機会で、図書館を利用していくことが必要です。

三 高橋さんは、宇宙エレベーターについて疑問に思ったことを、学校図書館で調べることにしました。あなたなら思ったこ

とを 学校図書館でどのように調べますか。次のア、イについて、それぞれの指示にしたがって書きなさい。

ア 【雑誌の記事】を読んで、宇宙エレベーターについてあなたが疑問に思ったことを「なぜ」「どのような（に）」「ど

のくらい」という言葉のいずれかを使って、二十字以上、四十字以内で一つ書きなさい。

イ アについて学校図書館で調べる場合、必要な本をどのように探しますか。本の探し方を二つ書きなさい。

【正答の条件】次の①②③の条件を満たして解答している。

①アに、【雑誌の記事】を読んで「宇宙エレベーター」について疑問に思った事を一つ書いている。

②アに、「なぜ」「どのような（に）」「どのくらい」という言葉のいずれかを使って、二十字以上、四十字以

内で書いている。

③イに、必要な本の探し方を書いている。

約３３％が条件①②を満

たしつつも、条件③を満た

していない解答でした。図

書館を活用した情報収集に

課題が見られます。
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△ 本や文章等から必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くこと

【５７．６％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ｂ３三

三 あなたは、【図鑑の説明】を読むことで、【物語の一部】の

の中のどの部分についてよく分かるようになりましたか。よく分かるよ

うになった部分と、その部分についてどのようなことが分かるようにな

ったのかを、次の条件１と条件２にしたがって書きなさい。

条件１ 【物語の一部】の の中のどの部分についてよく分かるよう

になったのかを明確にして書くこと。

条件２ 条件１で取り上げた部分について、どのようなことが分かった

のかを明確にして書くこと。

【正答例】

図鑑の説明から、天井がすすで真っ黒になっているのは

ほやの上の口からすすが出るためであることが分かりまし

た。

平均正答率約５８％であり、誤答とし

ては、【図鑑の説明】を適切に取り上げ

たり、【物語の一部】と適切に結び付け

たりできなかったものが見られます。ま

た、無解答が約２３％もある等の課題が

見られます。

【学校や家庭では…】

文章を読む際、必要に応じて資料を参考にして理解を深め

る経験を保障することが大切です。また得た情報をもとに根

拠を明確にして思いや考えを伝え合う活動が考えられます。

その際、根拠として示した内容が、自分の思いや考えを支え

るものになっているか否かを吟味するよう指導することが必

要です。

【
物
語
の
一
部
】

【
図
書
の
説
明
】



- 10 -

●中学校 数学 A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題

△ 数量の関係を文字式に表すこと 【３１．８％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ａ２（１）

△ 反比例のグラフの上の座標から、xとyの関係を式に表すこと 【３１．０％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ａ９（４）

△ 測定値が得られた場面において、近似値と誤差の意味を理解すること 【２７．６％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ａ12 （２）

【正答】 ３ａ+２

12

x

【正答】

y＝

無解答が約９％、誤答の約５１％に

は、数量関係が的確に捉えられてい

ない解答も見られます。

【学校や家庭では…】

ある数を具体的な数に置き換えることにより、まず数量の関

係を捉えさせたり、分かっている数量関係をもとに、図に表し

て、数量関係の全体像を捉えさせたりした上で、その関係を文

字式に表す活動を取り入れることが考えられます。

誤答には比例の式を解答して

いるものが約18％ありまし

た。反比例の関係や式、グラフ

の特徴を捉えることが大切で

す。

【学校や家庭では…】

この問題の他、関数領域全般に課題が見られま

した。表、式、グラフを関係づけて理解すること

が必要です。グラフを活用して表や式との関係を

視覚的に捉える活動の充実が求められます。

【正答】 イ

3を選択した解答が約49

％ある等、近似値と誤差の

意味の理解に課題が見られ

ます。

【学校や家庭では…】

測定値には誤差があり、真の値の近似値であることを実感を伴って理

解することが大切です。感量の違う２つのはかりで同じものの重さを量

り、表示される値が違うことを確認することが考えられます。また、測

定値の真の値の範囲を数直線上に表す等して、理解を深めることが考え

られます。
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△ 前提となる条件が不足している場合に、加えるべき条件を判断し、理由を説明すること

【１８．０％】

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ｂ２（２）

△ 与えられた式を用いて問題を解決する方法を数学的に説明すること

全国学力・学習状況調査ではこのような問題でした Ｂ２（２）

→

【正答の条件】

イを選択し次のaかbかcについて記述している

a y＝３６／xと表されるから。

b xとyの積が３６で一定だから。

c xの値が２倍になると、yの値は1/2倍になるから。

約７１％の生徒がイを選択できましたが、５３％の生徒は

a、b、cのような適切な理由が書けませんでした。

【正答の条件】

次のa・bまたはa・cについて記述している

a 手順どおり求めた数をもとにすること。

b １０を引いて５で割ること。

c ５で割って、２を引くこと。

約44％の生徒が

無解答であり、課

題が見られます。

【学校や家庭では…】

この問題をはじめとして、中学校数学Ｂでは

「問題解決の方法を数学的に説明する」「…の

理由を数学的な表現を用いて説明する」などが

課題として見られました。問題を解決するだけ

でなく、その方法や、判断する理由について立

ち止まって考え、表現したり見直したりする機

会をつくることが大切です。
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３ 生活・学習状況に関する結果

質問に対して、肯定的な回答（「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」）を全国と

比較し、本市の児童生徒の「望ましい状況（〇）」と「課題がみられる状況（△）」につい

て、次にまとめます。

〇《家庭での規則正しい生活習慣》

「朝食を毎日食べている」「毎日同じくらいの時刻に起きている」と回答した児童生

徒の割合は９０％以上であり、家庭での規則正しい生活習慣について、望ましい状況

が見られます。

〇《自尊感情・夢や目標》

「自分には良いところがあると思う」と回答した児童生徒の割合は７５％以上で「将

来の夢や目標をもっている」と回答した児童生徒の割合は８０％以上という状況であ

り、全国と比較しても高くなっています。本市の重点取組の一つであるキャリア教育

の充実も成果につながっていると思われます。

〇《地域との関わり》

「住んでいる地域の行事に参加している」「地域社会などでボランティア活動に参加

したことがある」と回答した児童生徒の割合は全国と比較しても高くなっています。

コミュニティ・スクールや地域協育ネットの取組をとおして、地域社会に関わろうと

する児童生徒の意識を高めていると思われます。

〇《学校での授業改善》

「授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されている」「ノートに学習の目標（めあ

て・ねらい）とまとめを書いている」「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく

行っている」と感じている児童生徒の割合が、全国と比べてもかなり高くなっていま

す。「萩市の学力向上をめざして」～萩市重点取組事項チェックリスト～に掲げる６

つのポイントに基づく授業改善が広がっていていることがうかがえます。

△《読書への関心》

「読書が好き」と回答した児童生徒の割合が、小学校において、全国と比較して比べ

て低くなっています。読書は読解力だけでなく、想像力を身に付けたり、視野を広げ

たりすることもでき、とてもよいものです。学校と家庭とで読書を楽しむ習慣づくり

をしていくことがもとめられます。

△《家庭でのテレビの視聴時間》

年々減少傾向にあるものの、「平日に２時間以上テレビを視聴する」と回答した児童

生徒」の割合は、全国と比較してもやや高くなっています。家庭との連携を密にして

時間を有効に使い、バランスのとれた生活をめざしていく必要があります。

「萩市の学力向上をめざして」～萩市重点取組事項チェックリスト～に掲げる６つのポイント

【わかる・できる・楽しい授業づくり】

①「授業のねらいは明確ですか？」 ④「子ども同士でかかわり合う時間をとっていますか？」

②「学習の見通しをもつ活動を仕組んでいますか？」 ⑤「学習を振り返る活動を仕組んでいますか？」

③「一人学びの時間をとっていますか？」 ⑥「授業評価をしていますか？」
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４ 今年度の成果と課題を踏まえた本市の取組

１ 全小・中学校における成果と課題の分析、及び課題解決に向けた組織的な取組の推進

各小・中学校では、それぞれの結果をもとに、児童生徒の学力や学習状況を把握するととも

に、一人ひとりの課題や、全体的な課題を分析し、授業改善や補充学習等、全校体制による取

組を推進します。

萩市教育委員会は、各学校と成果や課題を共有し、課題解決に向けた取組の具体的な方策に

ついて情報提供や指導助言を行っていきます。また、学力向上に向けた研修会を行っていきま

す。

２ 授業改善の継続と充実－さらに「わかる・できる・楽しい授業」をめざして－

各教員配付の「萩市の学力向上をめざして」～萩市重点取組事項チェックリスト～にもとづ

く授業づくりや授業研究を継続し、日々の授業改善を図ります。

特に、「学習の見通しをもつ活動を仕組む中で、『めあて』『学習課題』を提示するだけで

なく、児童生徒に『解決への見通しや手立て』を確認させること」や「学習を振り返る活動を

仕組む中で、児童生徒に自分の言葉で学習内容を表現させること」「児童生徒同士がかかわり

合う活動を仕組み、互いの考えを説明し合ったり、検討し合ったりすること」「未定着な内容

についての補充学習を行うこと」「全国学力・学習状況調査の結果から課題とみられた学習内

容について授業研究を行うこと」を重視していきます。

３ 家庭・地域との連携

本市は保護者や地域の方が大変協力的で学校の教育活動に大きな活力を与えています。今後

もコミュニティ・スクールや地域協育ネットの取組の推進により、各学校の取組や児童生徒の

学力や学習の状況を学校だより等で積極的に情報発信したり、学校運営協議会委員をはじめ、

保護者・地域の方の協力を得た授業協議会や学習支援を行ったりして、連携を強めていきます

。

保護者の皆様には、各校から配布されている「家庭学習の手引き」等を参考にされ、休日も

含め、家庭学習の習慣化と時間の保障について、引き続き御協力をお願いします。

課題として平日にテレビを視聴する時間が長いことが挙げられます。小学生・中学生を問わ

ず、学習に向かう心と体を支えるには、生活リズムを整えることが必要です。生活リズムの改

善に向けて御協力をお願いします。また、テレビを消して、家族で読書をする時間に取り組む

等、家族ぐるみで読書活動をすすめ、「読書が好きな子ども」を育てるよう御協力をお願いし

ます。


